
1.キャンセル料金・払戻しを受けた代金についてご記入ください。

2.キャンセルの内容についておわかりの範囲でご記入ください。

2-1.今回搭乗をキャンセルした方をご記入ください。

※複数名の場合は全員分記載してください。欄が不足する場合は空欄や裏面をご利用ください。

2-2.キャンセル理由についてご記入ください。

2-3.上記のキャンセル理由はどなたに発生したのかご記入ください。

A-250310-15

記入日：　　　　年　　　月　　　日

契約証番号（証券番号）：    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住所：〒　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

請求者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

キャンセル料金（※1）　

払戻しを受けた代金（※2）

航空会社等にキャンセルの連絡をした日

※2　払戻しを受けていない場合は 「0円」 とご記入ください。

年　　　　　　　　月　　　　　　　　日

※1　取消料・違約料・旅行業務取扱料などの名目で、旅行業者・運送機関などから払戻しを受けられない費用またはそれらにこれから支払う費用

※連絡されていない場合は、搭乗予定日をご記入ください。

円

円

住所お名前

※複数名の場合は全員分記載してください。欄が不足する場合は空欄や裏面をご利用ください。

・キャンセル理由発生日　　　　　　　　年　　　　月　　　　日

お名前 住所電話番号

電話番号

ご記入いただき、ありがとうございました。

「1.」のキャンセル料金・払い戻しを受けた代金がわかる資料、

「2.」のキャンセルされた理由を証明する資料の同封をお願いいたします。

詳細は2枚目別紙をご参考ください。ご不明な点がございましたら担当者までお問合せください。

キャンセル費用保険金明細書

□搭乗開始するまでの交通機関遅延など、交通事故・故障 □日本の官公署の命令、感染症による隔離

□ペット（犬・猫）の死亡・危篤、入院・手術 □最初の搭乗日またはその前日の第三者の葬儀への参列

□目的地で参加予定のイベントの中止・開催日時変更 □妊娠の判明・出産、早産もしくは流産 □同行者との離婚 □勤務する会社の倒産

2374100110



A-250310-15

【別紙】キャンセル費用保険金の立証書類について

◇下表はキャンセル費用保険金明細書の2-2にて記載いただいたキャンセル理由を証明いただく立証資料を

記載しております。ご自身のキャンセル理由と照らし合わせてご用意ください。

また下表はあくまでも一例となります。やむを得ない事情で資料がご準備できない場合などは、適宜担当者とご

相談ください。

キャンセル理由別立証書類一覧表

◇キャンセル費用保険金のご請求には「保険金請求書」・「キャンセル費用保険金明細書」と共に下記2種の

立証書類の同封をお願いします。（必要に応じて追加で書類をお願いする場合もございます。）

キャンセル料金・払い戻しを受けた代金

がわかる資料

キャンセルされた理由を証明する資料

※下表参照

同封する必要がある立証書類

2374100110

キャンセル理由 立証資料（例）

搭乗開始するまでの交通機関遅延など、交通事故・故障

・交通機関発行の運休・欠航・遅延・証明書

・交通事故証明書

・自動車整備業者などの見積書またはこれに代わるべき書類（タイヤのパンク

などの場合で、自力で修理した場合は第三者の現認証明書）

日本の官公署の命令、感染症による隔離命令　 ・官公署の命令または感染症による隔離が発せられたことを証明する書類

ペット（犬・猫）の死亡・危篤、入院・手術

・ペットの飼育を証明する書類。やむを得ない場合には第三者の現認証明書

・ペットの死亡日、入院開始日または手術を受けた日、傷病名を証明する獣

医師の診断書または動物病院の証明書。危篤については、獣医師が危篤と

判断した日の記載のある獣医師の診断書

最初の搭乗日またはその前日の第三者の葬儀への参列 ・葬儀へ参列したことを証する書類（会葬礼状、葬儀証明書など）

目的地で参加予定のイベントの中止・開催日時変更

・イベントが中止・日時変更となったことを証明する書類

・中止・日時変更になったイベントの入場券など（日付指定されたものに限りま

す。）を事前に取得または予約したことを証明する書類

妊娠の判明・出産、早産もしくは流産

・［妊娠］妊娠の判明が契約日の翌日以降であることがわかる資料

（病院発行の妊婦の氏名が記載された治療費領収書・妊娠証明書など）

・［早産など］出産日（早産、流産した日を含む）が契約日の翌日以降で

あることがわかる書類

同行者との離婚 ・離婚した日が契約日の翌日以降であることを証明する書類

勤務する会社の倒産 ・勤務先の倒産の事実を証する書類


